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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
頭頚部の慢性筋痛疾患の病態メカニズムに関しては,これまで有痛筋組織局所における
血流動態異常を始めとして,諸説が提唱されてきたが,未だ確立した見解は得られていな
い｡
そこで本研究では,慢性筋痛者の有痛筋組織内でのグルコース取り込み特性から病態
メカニズムの解析を試みるため,PET/CT(18F-FDG)を点いて慢性的な頚肩部痛の自覚
と僧帽筋部における18F-FDGの取り込み量の多寡の関連を検討した｡岡山画像診断セ
ンターにPET/CT検診に訪れた被検者の連続サンプルを対象とし,問診表及び質問票
から得られる性別,年齢,療尿病の申告,喫煙習慣,頚肩部の痔痛の自覚の有無,
同部の痔痛強度の主観的な評価ならびに痔痛部位を予測因子とし,検診で撮像され
たPET/CT画像から計測した僧帽筋部の18F-FDGの集積度との関連を明らかにした｡そ
の結果以下の点が明らかになった｡
1)凍肩部に慢性の痔痛を有する被検者群では,僧帽筋部の18F-FDGの取り込み量が有意
に低かった｡
2)この取り込み量の低下の度合いは,自覚する痔痛の撃度に依存していた｡
3)頚肩部の痔痛と大殿筋部の18F-FDGの取り込み量には有意な関連は見られなかっ
た｡
これらの知見から,慢性筋痛者の有痛筋局所でのグルコースの取り込み低下が,慢性筋
痛の病態に関与し七いることが示唆された｡本研究は,組織局所-の侵襲性がより低い手
法を用いて有痛筋組織におけるグルコース取り込み量を半定量的に検討しており,有痛筋
組織における代謝特性に関する重要な知見を提供した.すなわち,本研究成果は慢性筋痛
の病態解明に向けて,非常に示唆に富むものと考えられた｡したがって本申請論文は博士
(歯学)の学位授与に十分値するものと判断した｡
